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vf   vp が維持されると仮定して，自車が先行車に衝突するまで
の時間 TTC を示す指標であり，(1)式で表現される．
TTC =  xf   xp
vf   vp (1)
THW(Time-Head Way：車間時間)は現在の自車速度 vf で現
在の先行車位置に到達する時間 THW を示す指標であり，(2)
式で表現される．










































均と「慎重さ」の度合いとの相関係数が 0.51で危険率 5% で有
意であった．
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図 5: 「慎重さ」の度合いによる TTCmin の度数分布





(6 名) とした．図 5 の横軸は，目盛りが k から k + 2 の間は k









先行研究 [3]に基づいて，観測された TTCmin の値から，ドラ
イバが「慎重さ」の高いドライバであるか否かを，ベイズの定理
に基づく式 (4)を用いて推定する．
P (BjTTCmin) = P (B)P (TTCminjB)
P (TTCmin)
(3)
P (TTCmin) = P (B)P (TTCminjB)
+(1  P (B))P (TTCminjB) (4)
ここで，TTCmin は TTCmin の観測値を，B は「慎重さ」の
高いドライバであるという仮説を，P (B)は「慎重さ」の高いド
ライバである確率を示す．TTCmin を観測することにより，「慎
重さ」の高いドライバである確率 P (B)は，式 (4)により，事後
確率 P (BjTTCmin) に更新される．以後，TTCmin を観測する




P (TTCminjB) 及び P (TTCminjB) のモデルを作成する．実験
で得られた TTCmin の度数分布について，対数正規分布を候補
として表現形式の妥当性を検討した．1標本コルモゴルフ・スミ




















実験データから求めた P (TTCminjB)及び P (TTCminjB)の
モデルを図 6に示す．図 6において，横軸は TTCmin を，縦軸
TTC
min

































































した．評価では，「慎重さ」が 3 以上の被験者 (計 8 名) を高い
群，「慎重さ」が 2未満の被験者 (計 6名)を低い群とした．推定
性能の評価は，leave one out cross validation法により行った．
すなわち，14名から 1名を除いたデータを用いて TTCmin の分
布のモデルのパラメータを求め，このモデルと式 (4)を用いて，
除いた 1名のデータをテストすることを．計 14回繰り返した．
なお，事前確率 P (B)は 0.5とした．
被験者 14 名についての推定結果をまとめると，14 名中 9 名
について，「慎重さ」の高いドライバであるか否かを正しく推定
できた．14 名中の 4 名については誤った推定結果となり，ま
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